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錄
物
似
騰
貴
の
原
因
の
意
義
 

策
九
镟 

一
二
六

碰
ん
に
な
れ
ば
、
消
費
財
の
■
用
が
減
退
し
、
其
市
價 

は
勿
論
幾
分
か
低
落
ず
る
に
相
違
無
い
が
、
_貯
菩
せ
ら 

れ
た
る
金
子
は
貯
蓄
箱
に
死
藏
せ
ら
る
'>
の
で
は
無 

く
、
.：貯
—

行
又
は
_郵

便

局

に

预

入

，
せ

ら

る

、

を

常

と
 

し
、
祖
し
て
此
预
金
は
銀
行
又
は
大
藏
省
に
依
h
て
諸

一
 

稀
の
^
業
に
對
し
て
貸
與
せ
ら
れ
、
斯
く
貸
與
せ
ら
れ 

た
る
資
金
は
貨
物
の
購
入
又
は
勞
働
者
の
屑
傭
の
爲
め
.
 

に
®
消

せ

ら

る

、

も

の

：
で

V

あ
る
が
故
に
、

一
旦

低

落

しI 

た
物
價
は
苒
び
騰
貴
す
‘る
に
至
'る
一こ
^

を
看
過
し
て
は
：
一
 

な
ら
5
0
,
此
貯
蓄
の
獎
«
に
侬
る
物
惯
調
®
—

 
| 

的
た
ち
し
め
ん
と
欲
せ
ば
,

矢
張
り
貯
蓄
を
獎
勵
す
る
一 

ビ
同
時
に
通
貨
を
收
縮
せ
.ね
ば
な
ら
ぬ
。 

\ 

英
怫
等
R
於
て
は
物
偕
：の
奔
騰
を
防
止
す
る
爲
に
暴; 

利

に

對

し

崚

嚴

な

る

取

締

へ

ん

4
し
て
ゐ
る
が
、

通
货
の
收
縮
を
伴
は
ざ
る
暴
利
取
締
は
不
徹
底
な
る
物 

價
調
節
策
で
あ
る
ビ
云
ゆ
ざ
る
を
得
ぬ
。
商
人
が
昨
日 

十
圓
に
仕
入
れ
た
る
貨
物
を
今
^
三
十
圆
は
販
賣
し
、

又
は
製
造
業
者
が
五11
1:.
の
生
產
費
を
，以
て
製
造
し
た
る 

物
品
を
一
一
十
圆
に
賣
る
.
ビ
す
れ
ば
、
或
は
夫
れ
を
暴
利 

と
看
做
す
こ
ビ
が
出.
來
る
で
あ
ら
ぅ
。
然
し
な
が
ら
、 

單
に
販
寶
價
格
が
高
き
の
故
を
以
、
、
暴
利
を
云
々
す 

る
こ
と
は
出
來
な
い
。
縱
令
、
寶
偾
扒
五
十
圆
で
あ
ら
' 

.
ぅV

J

も
、
仕
入
價
格
又
は
生
產
费
が
四
十
五
六
圆
に
達 

し
て
ゐ
る
ビ
す
れ
ば
、
之
に
對
し
て
何
等
制
裁
を
加
ふ 

る
の
餘
地
が
無
い
。
而
か
も
通
貨
が
膨
脹
し
て
ゐ
る
際 

に
は
、.
總.
て
の
競
爭
貨
物
の
市
價
並
に
賃
銀
は
：其
の
膨 

脹
の
程
度
に
應
じ
て
騰
貴
す
る
も
の
で
あ
る
が
故
に
、

仕
入
偾
格
も
生
產.
費
も
昂
騰
す
る
結
果
ビ
し
て
、
貨
物 

.
の
賣
價
が
高
率
に
上
，つ
て
居
つ
て
も
、
其
貨
物
の
販
寶 

漭
を
罰
す
る
こ
ビ
が
出
來
な
く
爲
る
。

之
を
要
す
る
に
、
通
貨
收
縮
以
外
の
各
麵
物
價
調
節 

策
を
有
効
的
な
ら
し
む
る
に
は
、
矢
張
^
'
通
貨
の
收
縮 

を
行.
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
是
れ
予
が
上
文
に
於
て
通
貨
の 

收
縮
を
以
て
最
上
の
物
，價
_
節
策
ビ
獬
し
れ
所
以
に
外
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I

I
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1
I
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I

1
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|
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•
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■
«

な
ら
‘ぬ
の
で
あ
る
。
砥
し
セ
通
貨
を
收
麻
す
る
方
法
と

し
て
は(

I)

日
本
銀
行
の.
金
利
を
引
'土
ぐ
る
こW

、
(

ニ)  

兌
換
券
發
行
に
對
し
て
梁
進
稅
を
課
す
る
こ

V
J、

(

三)  

在
外
疋
貨
を
ば
兌
換
券
の
正
貨
取
備
よ
り
除
外
す
る
こ 

S
、(

四)

瓤
便
貯
金
利
：子
を
引
土
げ
、
股
金
の
增
加
額 

を
ば
政
府
に
於
て
外
國
公
慠
に
投
資
す
る乙V

J、
(

五)  

祖
桃
を
增
徵
し
て
、
之
を
財
源S
し
て
我
國
の
外
偾
を 

偾
還
す
る
：こ

气(

六)

補
助
金
の.
交
付
、
荆
益
の
保
證
：
 

或
は
興
他
の
方
法
に
侬>

て
海
外
_
資
を
獎
励
す
る
こ 

ビ

、(

七
}
政
府
の
買
上
品
：は
出
來
得
る
限h
外
國
よ
り 

之
を
購
入
す
る
こ
ビ
、(

八)

內
地
满
の
輸
出
を
制
限
す 

る.」
V
J

等
を
擧
げ
得
る
。
尤
も
®
等
の
手
段
は
單
に
通 

貨
を
收
縮
す
る
の
目
的
を
達
す
る
に̂
効
な
る
も
の
で. 

あ
つ
て
、
其
の
結
果
よ
り
判
斷
し
て
必
す
し
も
败
府
の 

採
る
可
き
政
策
で
あ
る
と
云
ふ
こ
ビ
を
得
な
，

S
。

否
な 

是
等
の
方
策
の
多
く
に
は
幾
多
の
弊
害
の
伴
ふ
も
の
あ 

る
が
故
に
、
典
の®

施

：̂

を

矯

め

て

平

を

殺

す

の

結 
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屮
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(
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0

錄

.
果
^
s .-
す
る
の
廣
れ
が
ぁ.
る
W
然
し
之
に
1-
す

る
#-
論 

を
試
み
る
は
本
稿
の
範
園
外
に
風
す
る
が
ら
此
處
に
於 

て
擱
筆
す
る
。-

;
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(
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,

•

デ
ビ
ッ
ド
•
リ
カ
ル
ド
は
財
の
價
値
は
其
生
產
に
必
®
な 

る
勞
働
の
相
對
量
に
ょ
り
て
決
定
せ
ら
る
、
も
の

V
J

な 

ア
ダ
ム
0
ス.
ミ
ス
の
偕
値
說
を
批
評
し

V

次
の
如

し
S3
へス

 A
d
a
m

c/mlth, 

w
o
 

accurately 

defined 

the 

original 

source 

of e
x
c
h
a
ngeable 

value, a
n
d

 

w
h
o

 

w
a
s

 

b
o
u
n
d

 

in 

con
s
i
s
t
e
n
c
y
《

o
B
a 
日tain、

that 

all 

things 

b
e
c
a
m
e

 

m
o
r
e
,

 o
r

 less valuaaie 

in 

v
r
?

ァ-
ダ
Ao
ス
ミ
ス
の
似
値
論
に
就
い
弋
, 
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狐

r
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j
*
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portion 
as 

m
o
r
e

 

or 

less 

labour 

w
a
s

 

b
e
w
t
o
w
e
d

:'-'

§ their 

production, 

bas 

himself erected anoth- 

_er 

standard, measure, 

of ..value, 

and.'sneaks 

of 

t
hB-
g
s
 

being m
o
r
e

 
o
r

 !ess 

valuable, 

in 

p
r
o
p
o
r、  

tion 

as 

th
e
y 

w
n

H~»
e
x
c
h
a
n
g
e

 

for m
o
r
e

 

or 

less of. 

this 

standard 

measure. 

S
o
m
e
t
i
m
e
s

 

h
e

 

speaks 

o
f co

m
,

 3t::other times.

:ofIabourv....,as 

a.standard 

not 

.
 thd...'quantityv 

w
h
i
c
h

 
it can: c

o
m
-

 

.rnand.in the m
a
r
k
e
t
:

 as if...these 

w
e
r
e

 

two' 
eau- 

i
v
aknt 

exoresions,

----

'

-'
リ
カ
ル
ド
は
價
値
の
原
因
並
に
#
戴

——

ク
ヵ
々
ド 

の
言
葉
を
借
り
て
言
へ
ば
德
準
尺
度(standard 

m
e
a
s

丨：  

A

 

I

I

は
共
に
財
の
生
産
に
投
せ
ら
れ
だ
る
勞
働
の
一 

'分
最
に
侬
り
て
決
定
せ
ら
る 
>
も
の
祀
り̂

:

.主
張
し
、
 

投
發
ら
れ
た
る
勞
働
の
分
量
ビ
支
配
せ
ら
れ
る
勞
働
の 

分

最
ご
に
對
す
る
ス
ミ
ス
の
使
ひ
分
け
を
杏
定
せ
Kv 
o

 

鄭
ち
タ
カ
ル
ド
は
價
値
の
原
因
並
に
：种
量
は
典
に
投
せ
::
,'
_ ら

れ

た

る

努

働

の

分

摄

に

依

、
る

4

の
な
り
と
の
一
元
的 

主
張
を
な
せ
：る
も
の
に
し
.て
、
こ
、
に
も
ff
lm

家
た
る 

彼
の
而
目
は
躍
如
と
し
て
«

は
る
、
を
見
る
な
りo 

ソ
ヵ
ル
ド
は
斯
か
る
見
地
に
立
て
る
が
故
に
ァ
ダ

ム
'
•
ス
ミ
ス
が

.

パIt 

(labour) 

m
a
y

 

s
i
e
&
n
-
s

 

purchase 

a

 

grea- 

ter, a
n
d

 s
o
m
e
t
i
m
e
s

 a

 smaller q
u
a
n

cr.tv 

o
f
 s

o
d
s

 

it 

is 

their 

value 

w
h
s
l

 

varies/ not 

that 

of the 

labour 

w
h
i
c
h

 

でurcliase 

t
h
e
m

 

2 

言
ひ
し
は
誤
り
に
し
て
ス
ミ
ス
が 

1..tie 

proportion 

b
e
t
w
e
e
n

 

the 

quantities 

o
f 

_ 

lfu
cr
o
u
r 

_ Ilcc

o>ss3.ry

. for 

.

.
3
.
c

vr
l
u
i
r
i
n

>/
Q

.diî
rcn 

叶

 

objects 

s
e
e
m
s

 
to 

b
e

 

the 

only 

circumstance 

w
h
i
c
h

 

c
a
n

afford 

a
n
y

 
rule 

for 

e
x
c
h
a
n
g
i
n
g

 t
h
e
m

 

for 

o
n
e

 

,
s

another、》

ビ
言
へ
る
は
正
し
ビ
せ
り
。
即
ち
彼
自
身
の
言
葉
を
以 

て
表
は
せ
ば
次
の
如
し
ビ
忪
6

。

I
|
m
I

I
%I
■I

I

I

:
M
t is 

the 

comparative 

quantity of c
o
m
m
o
d
i
t
i
e
s 

w
h
i
c
h

 

labour 

will

,
 p

r
o
d
u
c
e

一
 

that 

determines 

their 

present or past relative value, 

s
anot 

the

comparative quantity of , COB30dities, 

w
h
i
c
h

 are

叽く3」
to 

the 

iabourer 

in 

e
x
c
h
a
Q
g
e

 

for 

liis 

二
 

la
b

o
u

rs®

斯
ぐ
の
如
ぐ
ヌ
力A

ド
は「

投
せ
ら
れ
た
る
勞
修
し
を| 

主
張
し
て「

支
配
せ
ら
る
メ
勞
働」

釔
猶
け
た
る
が
典
論( 

敵
は
：マ
ル
ナ
ス
に
し
て
彼
は
~
支
配
せ
.ら
る
、
勞
働」

を

| 

主
張
：せ
り
。：

■

.
マ.
ル
サ
ス
日
く
、
•

:
A
d
a
r
n
'
.
.
_ 

smith, 

in 

ins 

s
a
p
t
c
r

 

o
n
.

^
rp
Mo>
^
.
p口
a ，I: 

n
o
m
i
n
a
l ...price, .of" 

c
o
m
r
n
o
d
i

 tics, 

.3*.which 

lie 

へ
 

oonsiders 

labour 

as 

a

 

u
n
i
s
r
s
a
i

.
 a

n
d

 

accurate 

m
e
a
s
u
r
e

 

of value, 

Ims 

introduced 

s
o
m
e

 

confus-

w
H
c
l
i

 

he. proposes; for 

a 

measure.

S
o
m
e
t
i
m
e
s

 

1

1

0

speaks 

of 

the 

value 

o
f a 

c
o
m
m
o
d
i
t
y

 

as 

being 

m
e
a
s
u
r
e
d

 

b
y

 

the 

quantity 

of labour 

w
h
i
c
h

 

its 

production 

h
as 

cost, 

a
n
d

 

s
o
m
e
t
i
m
e
s

 

b
y

 t
h
e

 

quantity 

of 

labour 

w
h
i
c
h

 

it 

will 

c
o
m
m
a
n
d

 

in 

exchanp-e、)

.It..Is/In the 

latter 

s
ense'.however) 

In 

.whicll 

b
e applies 

it 

m
u
c
h

 

the 

m
o
s
t

 

frequently, 

s
d 

o
n

 

w
h
i
c
h

 :he evidently lays 

&
n)
o
K
n>『

と
。

マV

ナ
ス
は
ッ
力
ル
ド
に
反
し
て
其
價
値
«

源
論 

に
於
て
も
、其
價
値
標
準
論
に
於
て
もL

a
b
o
r
A
o
m
m
a
n
d

 

S
t
a
n
d
a
r
d

を
採
れ
る
も
の
な
b

o

さ
れ
ど
旣
に
、

マ

ル
.
 

ナ
ス
..は
.其
.Pr

i
n
c
i
p
l
e
s
'
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o
l
i
t
i
c
a
l
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.
E
c
o
n
o
m
y

 

の
第
'ニ 

版

R
於
て
著
し
き
改
訂
を
試
み
だ
り
し
は
®

>
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v
e
a- 

s
e
m
e
n
t

 

t
o

 

t
h
e

 

s
e
c
o

a-d

 

E
d
i
t
i
o
n

 

の
筆
者
が
言
へ
る
％ 

如
し
。
其
內
最
も
注
霉
を
®

f

s
も
の
は
、
福
出
博
士
.

の

指

摘

.^
る
が
如
く
左
.の
章
句
な
り
。婼九敏％
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l
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b
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not 
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d
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o
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仰
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labour 

w
o
r
k
e
d

 

§
 

in 

a

 

c
o
m
m
o
d
i
t
y

 

is 

the 

principal 
cause 

of ' its 

value, 

but 

it 

$
 

a
p
pear 

.in. .this' 
.'.chapter .that 

it

.

.

.

 is

..
 not :a 

3
e
a
-

 

S
u
r
e
o
f

 it. T
h
e

 

labour 
w
h
i
c
h

 

a. c
o
m
m
o
d
i
t
y
:
w
i
l
l

 

c
o
m
m
a
n
d

 

is 

not the 

cause 
of its 

v
a
l
u
e
'
b
u
t

 

it 

へ

will a
p
p
e
a
r

 

in 

the 

n
ex
t 

chapter to 

b
e

 the m
e
a
-

 

\

V 
'
 

.
 

..3 

.
 

sure 

o
f

 It

-:
: 

一

熱
心
に
、i^abor-command 

s
t
s
d
a
r
d

を

支

待

せ

る| 

.マ
ル
ナ
ス
が
惯
値
の
原
因
は
投
咆
ら
れ
た
る
勞
動
の
分
へ 

量
^,
し
，で
、
其
秤
量
は
支
配
せ
ら
：る
、
勢
働.の
分
量
なj

 

り
と
す
る
に
：至
り
た
る
»
、
彼
が
タ
力
ル
ド
と
數
次
の 

論
爭
の
結
果
到
達
せ
し
所
に
し
て
、
其
論
爭
の.爲

に

リ

\

カ
ル
ド
が
マ
ル
サ
ス
に
與
ベ
た
る
：書
翰
は

^
丨

ナ

ー

の|

.

.
:

. 

: 

.

-

. 

)

手
に
ょ
办
て
編
®

せ
ら
れ
た
る

Letters 

of 

R
i
c
a
r
d
o

 

to 

M
a
l
t
h
u
s

 

100
1
0
-
1
00
2

3:0
中
に
收
め
も
る
/0

マ
カ
ロ
ッ
ク

(J. R* 

M
c
c
u
l
l
o
c
h
)

は
可
#
性
の
財
の 

交
換
價
値
は
其
生
產
に
耍
し
た
る
勞
働
の
分
量
に
よ
る

) 

第九鱗 

一3
0 

，とな
し
、財
の
供
給
が
常
に
必
や
し
も
财
の
耑
耍

S

一
 

致
す
る
こ
と
能
は

ざ

る
狀
態
に
あ
る
を
楷
摘
し
斯
ぐ
の 

如
き
狀
態
を
解
釋
す
る
上
に

■於
て
費
用
と
,!
«

と
の̂
 

快
な
る
觀
念
を
耍
す
と
な
し
彼
は

1

用ビ價値を次の 

如
く
解
釋
せ
り
;:
.
°

^
w
y 

.tll

n)
g
l
w
^
O
H
^
n)
<2
J
C0 

。叫
pc

o
m
n
l
o
a
i
t
y 

0
1
 

product, 

is .meant its .power, 

o
r capacity, 

o
f、

e
x
c
h
a
n
g
i
n
g

 

for 

or 

b
u
y
i
n
g

 

ether 

c
o
m
m
o
d
i
t
i
e
s

 

or 

labour ; 

a
n
d

 

b
y

 

the 

second, 

or 

its 

cost 

is 

m
e
a
n
t

.
 the .quantity 

o
f

'
 l

a
b
o
u
r

.
 w

h
i
c
h

 

w
a
s

 

r
eVJ
Q
u
-
' 

ired 

for 

its 

production 

or 

apDropriation. 

or 

r
p
ttr
G
r tiic 

QU3ntity 

whicll. 

w
o
u
l
d

cr
c rcouired... 

for 

the 
p
r
s
u
c
t
i
o
n

 or appropriation 

of a

 similar 

c
o
m
m
o
d
i
t
y
,

 
at 

the 

time 

w
h
s

 

the 

investigation.
CIO)

is 

m
a
d
e
.

I

而
し
て
、
マ
カ
ロ
ッ
ク
に
依
れ
ば
投
せ
ら
れ
た
る
勞
働 

め
分
最
即
ち
財
の
生
產
に
耍
す
る
費
用
は
泔
曝
に
完
全

な
る
自
由
競
^

の
行
は
る
、場
合に
限

b

其
交
換
價
i£ 

と
な
り
、
則
の
德
耍

50

供
給
ビ
が
则
汾
に
逾
合
せ
ざ
る 

:W
.

き
は
傕
値
即
ち
支
_

ぜ
ら
れ
た
る
勞
働
の
分
量
が
其

.
 

財
の
交
換
價
値
を
形
成
す
ビ
言
ふ
に
あ
り
。衍
し
て
、

.マ
力
ロ
ッ
，ク
は
費
用
の
槪
念
は
根
本
に〖

し
て
價
値
の
槪 

念
は
第
二
次
的
な
-

A
、/」

せ
!)
:
.
。
，

スミスは
®
®

論
第
一
卷
第
五
章
に
於
て

®

々v
a
-

 

i
u
e

B-exchange, R
e
a
l

 V
a
l
u
e

 

な
る
語
を
用
ひ
た
り
。
 

ダ
グ
ン
。ホー
ト
は
斯
か
る
用
語
に
從
ひ

V

 L
a
b
o
r
-
c
o
m
— 

m
a
n
d

力-La
b
o
r
-
C
o
s
t

かを
#/

決せんどせ
V

。即ち 

IH

を
獲
得
せ
ん
ビ

す
る

人
に
對
す
る
財
の

R
e
a
r
v
a
l
u
e

 

は
*

財
の
生
産
に
要
し
た
る
勢
働
の
分
量

k

し
て
財
と 

交
換
せ
んV」

す
る
人
に
對
ず
る
財

0 :
價
値
即
ち
交
換
價 

做
は
其

| «
に
ょ
り
て
支
配
し
得
る
勞
働
の
分
量
な
り
と 

^

ず
に
*:
.
^
^
. 

,
r

し
て
、：タ
.
クン
.ボー

トの.意味する 

R
e
a
l

 

V
a
l
u
e

は眾に.勞働
の
负
擔
に
し
て
交
換
經
濟
以 

前
に
も
存
し
た
る
槪
念
な
る
が
如
し

0

されどスミス

第
ナ
三
卷：

a

 

ニ
三
三)

錄

ア

グ
'ム
•
ス
ミ

が
果
し
て
<
&
e in

 exch
an

g
e  

v
j  

R
e
a
l  

V
a
lu

e

 

と 

を
か
、
る
點
ま
で
嚴
密
に
區
別
し
た
る
や
否
や
は
疑
開 

f

o

唯
だ
ス
ミ
ス
の
學
說
の
一
解
释
ビ
し
て
之
を
乙 

>

に
紹
介
せ
b
。

I 

i斯
く
の
如
く
ス
ミ
ス
の
所
說
に
就
き
て
は
興
解
释
を 

異
に
せ
る
も
の
多
さ
も
、
私
見
を
以
て
す
れ
ばr fK

の

,
|
紐
源
は
其
財
の
生
產
に
幾
ざ
れ
た
る
勞
働
の
分
摄
に
し 

■て
、
®
値
の
標
準
は
其
財
にょりて
.支
配
し
得
る
勞
働 

の

分

量

な

解

し

、
兩
教
の
勞
働
の
分
量
は
相
等
し 

ど
な
す
は
、

ス
ミ
ス
傲
値
學
說
の
眞
意
な
ら
ん
か
。

;
ー

(

哉 i ) 

R
i
c
a
r
d
o
w
w
o
r
k
s
.

 

p
,

P

•
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一
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®

eSmith: 
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(

註
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S3ith: op. 
C
FVo.i. p. 49.

(

tf
l
-Jl
.

) 

-Ricardo : 

op. cit. pp. 

12- 13..

—
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钱
六)

Malthus.: 

Principles 

of. Political 

E
c
o
p
o
m
y
.

 

2
n
d
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s
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-
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0
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(

訪
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o
n
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ス
の
低
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就
い
て 

銥
九
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一
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第
十
'3

怨

(

一
二H
四)

雜

—

錄

ア

ず
t

ス
ミ 

•(

註
八)
マ
か
サ
ス
對9
カ
少
ド
の
論
消
の
火
耍
は
福
田
|-
,
'
?士教 

.

.『
吹
逆
：經
濟
學
研
究

』

ハ
神
卷

)

第
六
篇
へ
マ
ル
ザ
ス
及
リ
カ 

:

シ
ド
研
究

)
.『

ニ
：、俏
値
：の
原
因
と
茂
鹿
と
に
關
す
る
マ
ル 

サ
ス5
リ
カA
ド̂
.

の
論
^』

‘
參
照 

(

註
九)

マ
丸U
ツ
ク
は
勢
働
を
廣
義
!-

解
し
て
、入
問
の
勞
カ
、励 

物
の
勞
力
、
：自
然
界
並
に
、：
機
械
，の
力

}:
t

之
か
適
川
せ

edition. 

N
o
t
e

 

a
n
d

 

Dissertation, 
n
o
t
e

 

I 

p 

4
參
照
す
ベ
t
o而
し
て
、
似
値
4*
狹
忠
す
べ
き
勢
働
の 

.

內
容
に
就
き
て
は
同
上
叫
芪
四
十3
茛
4>
見
ら
れ
度
し0
. 

(

fl
*
十)

W
e
a
l
t
h

 

of'Nations.. ..MQCUllcch: 

editio 
ロ p. 

4

^:、
..

. 
(

|[
:
十
.ー.)

Mcculloch'.edition, .p. .4
4
1
.
.

.

.(

独
十
.

1
1)、

bavenpor.t. 

V
a
l
u
e

 

a
n
d

 

Distribution .pp.. 

I
I
I
I
4

(

十
六)  

,

扨
て
價
値
の
起
源
は
生
動
K
费
さ
れ
た
る
勞
働
の
分 

量
な
る
が
、
其
费
用
e

し

，て

の

勞

働

も

亦

種

々

の

胄

« 

に
解
す
る
こ
ビ
を
得
ベ
し
。
余
は
ダ*

ク
y

。ホ
丨
ト
ヾ
し
共 

に
勞
働
费
用
の
觀
念
を
四
つ
に
分
た
ん
と
欲
す
。

一
、
勞
働
雕
買
費
用 Lab

o
rlp

u
rch

ase  co
st.  

ニ
、
勞«

の

似

値

論

に

塊

い

て
,/
雜

九

跋

一

三

ニ

時
間
^
用 Lab

o
r-tl.m

e  

co
st  

三
、
勞
—
费
用 La

b
o

r

丨 

p
ain

 

c
o

s
t.

四
、：

勞
働
價
値
费
用 La

b
o

r,v
a
lu

e

 co
st  

:
是
な
ぅ
。

勞
働
傭
買
費
用
の
舰
念
は
初
期
經
濟
學
者
の
勞
働
價 

一：：，lff
i
說
の
根
底
を
な
す
も
の
に
し
で
、
斯
の
聖
番
に
言
へ 

\

る「

汝
の
額
に
汗
し.
て
汝
の
麪
麵
を
得
ょ」

ビ
0
#
i l
R 

其
源
を
發
せ
る
も
め
に
し
て
、

ヒ
ユ
ー
ム
が

「

此
世
の
す 

一
べ
て
の
も
の
は
勞
修
に

.
;1
;

\̂
で
購
は
れ
^

る
■も
の
な 

1

.
6」

ビ
言
ひ
ヽ
ス
ミ
ス
が
义
之
に
傚a

て
、「

勞
働
は
す 

I

ベ
て
の
も
の
に
對
し
て
支
拂
は
れ
た
る
第

一
の
價
格
即 

I
ち
最
初
の
代
金
な
り」

と
言
へ
る
が
如
き
思
想
之
な
り
。 

勞
働
時
間
费
用
のa

念
は
價
値
の
基
本
的
秤
餘
並
に
興 

れ
る
價
値
物
件
の
比
較
方
法
研
究
せ
ら
れ
、
如
何
な
る 

方
法
に
i

て
勞
働
が
费
用
と
し
て
採
用
せ
ら
れ
た
る 

か
を
硏
究
す
る
ど
き
生
ず
る
觀
念
と
し
て
時
間
又
，は
H 

數
に
ょ
^
^
て
秤
量
す
る
は
最
も
便
利
な
る
が
故
な
り
。.
 

さ
れ
^
單
純
素
朴
な
る
時
間
の
觀
念
を
以
て
價
値
を
秤

•
 

>

. 

■
 

.
 

.
 

’
 

-
 . 

•
 

.
 

.
 • 
-
 

.
 

-
 

-
.
.
.
.
I
.
’
-
-
-
-
- 

•
 

、. 
.
 . 

.
 

\ ぺ|ぶ ¥侧_

量
せ
ん
ど
す
る
は
無
謀*
A
O
時
間
费
用
の
觀
念
は
單 

に
，11
.̂
.
2
2.^
も
，の.
に
ie
き
を
®

も
の
，
に

あ

ら

す

し

.
：て
、 

财

の

生

產

に

，
要

し

た

る

手

，數

V
J

苦
痛
ビ
を
意
味
す
る
な 

り
-0
故
化
费
用
の»

念
め
:«
ぐ
：維
む
に
茧
る6
き
は
苦 

?[
8
费
用
は
少
ぐv

j

も
個
人
的
狎
量
に
於
て
は
時
問1

用 

,
0其

:*
底
.だ
る
f

。：

之
れ
即
ち
勞
働
苦
痛
费
用
の
觀 

念
な
ぅ
ど
す
。次
に
論
：ず
べ
き
は
勞
働11
|
値
费
用
匁
ぅ
。 

勞
働
が
或
，程
度
の
苦
痛
を
泮
ふ
が
故
に
其
苦
痛
は
勞
働 

の
:#
:«
に
と
6

て
必
耍
的
倐
件
な
ぅ
と
考
へ
ら
る
、
に 

盃
る
は
#
理
の
必
然
的
經
傭
な6
。
.
他
人
の
勞
働
を
支 

配

せ

ん

と

す
S
き
人
は
常
に
其!®
買
力
を
犠
牲v

j

す 

る
が
免
く
、
0
己
の
勞
働
を
使
用
す
，る̂

當
り

て
も
勞 

働
に
隨
伴
す
る
苦
痛
な
る
费
用
に
依
り
て
彼
自
身
の
勞 

働
を
使
in
す
ビ
考
へ
将
る
な
&
。
_故
に
典
费
用
に
基
き 

て
生
產
物
の
價
値
に
關
係
な
く
.勞
働
に
或
る
價
値
を附 

與
す
る
は
常
然
な
り
。
而
し
て
、
こ
の
勞
働
の
®
値
は 

‘生

產

物

に

，轉

嫁

し

生

廒

物

の

费

JF
J
と

し

て

、3 t
內

に

合

-體
し
生
產
物
の
.價
値
は
魏
生
.產
打
程
中
に
消
费
せ
ら
れ 

た
る
勞
働
價
値
な
ト
ビ
な
す
に
，あ
り
'

ノ
偾
値
決
定
の.原
因v

j

し
て
の
勞
猶
の
意
義
に
.對
し
て 

.ス
ミ
ス
が
典
價
値
論
中
に
與
へ
し
解
釋
は
多
種
多
様
な 

る
が
如
く
な
る
も
、
結
局
ダ
、、ク
ン
。ホ

I

ト
の
皋
げ
た
る 

以
上
四
種
に.之
を
要
約
す
る
こ

V
J

を
得
ベ
し
。
ス
ミ
ス 

は
.
國
當
論0
卷
頌
に
一
國K

の
.
年

々

の

勞

働

は

す

ベ

て 

め
人
生
の
必
需
品
並
に
其
他
の
日
用
品
を
供
給
，す
る
淵 

源
な
る
こS
を
指
摘
し
、M

に
第
一
卷
！

§

五
章
に
於
て 

「

勞
働
は
すV.

て
の
も
の
に
.對
し
て
支
挪
は
れ
た
る
第 

I

の
.®

格
即
ち
最
初
の
代
金
な
b

j

と
論
せ
る
は
疋
に 

.勞
働
購
質
費
用
の
觀
念
を
採
れ
-^
も

0

な
り
。
而
し
て 

發
働
購
貨
费
用
說
を
社
會
的
に
見
る
と
き
は
、
生
.產
に 

费
さ
れ
た
る
勞
働
全
體
を
以
て
全
生
產
物
を
購
入
せ
る 

も
の
と
な
す
な
り
。
即
ち
一
社
會
の
全
生
産
物

^

全
勞 

働V」

は
共
に
j

m

位
と
し
て

取
扱
は
る
、
も
の
に
し
て 

斯
く
の
如
く
す
る
ビ
き
は
、
共
生
產
物
の
各
部
分
間
の

-
,

0
£
s 

(

ニ
1
3五)

鞞

0

アダム。スミスの偎̂
|,に就いて

笫

九

锁

n
r
n
l

;鋼:
;i r*i-i

;:
-
.(
!
.
v
n
;

'l
^
v
?{J
“
3

i

l

i

l
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5
B
i
l
l
>

3

6
BusfiFhFrM

5
t
8
1

h

i

K

^

i

r

u

^

§

笕
*
'11怨

C
l

ニ
三
六

)

雜

‘錄

,
ア
ダ
ム
。
ス
ミ

交
換
比
^
を
求
む
る
を
%

5
る
の
不
便
あ
る
を
免
か̂
 

ず
。
さ
れ
ば
ス
ミ
ス
は
斯
か
る
集
合
的1
用
€
社
會
的 

§

所
得
，と
の
觀
念
ょ
:^
離

れ

來

り

て

，競

爭
«
«:
用

^

交

換

M

値
ミ
の
f t
念
に
久
卜
來
れ
■る
^:
^
V
O 

.

.

.

.

•
.
ス
ミ
ス
は
、
原
始
時
代
：に
ぁ
ト
，て
は
、
物
の
.價
値
を
決 

{/b
す
る
嘴

j

の
標
準
は
之
に
投
せ
ら
れ
た
6'
勞
働
の
分 

馕

に

し

て

例

べ

ば

狩

獵

民

族

の

.間

に

あ

ら

て

海

狸

を

殺 

:

す
に.
要
す
る
勞
働
の
分
量
が
鹿
を
殺
ず
に
耍
す
る
勞
働 

の
二
倍
な
^

^
せ
ば
ノ
‘ナ
匹
の
海
狸
は
ニ
匹
の
鹿
ビ
焚 

換
せ
ら
る
べ
し
ビ
言
へ
ぅ0(

こ.
れ

明

か

，
.に

勞

働

時

間

勤
 

灯
說
な
る
も
ス
■ミ
ス
は
か

>る
說
を
固
持
せ
ざ
り.
き
o 

.
而
し

〗

て

「

物
の
眞
實9

値
格
即
ち
其
物
を
獲
得
せ
ん

W
.  

欲
す
る
人
に
對
し
て
眞
に
费
用̂
な
る
も
の
は
^
獲
噂 

に
要
す
る.
手
數
ビ
煩
勞
ど
，な
&」

ど
言
へ
る
は
疋
に
勞 

_

苦
痛
毀
用
說
な>
9 
0
ス
ミ
ス.
は
此
の
場
合
勞
：働
の
同 

J

性
を
認
•め
生
產
者
は
常
に
物
を
生
產
せ
ん
と
せ
ば
彼 

の
安

■!
!

、

自_
並
^
幸
ー
福
の
，
一

部

分

を
犠

牲
に
與
せ
ざ ス

の

憤
値
輪
に
就
い
て

第九锶 

一H
四

る
可
か
ら
ず
。而
し
てr

勞
働
の
同1.

量
は
す
べ
：て
の
時
. 

と
所
^
に
於
て
勞
働
者
に
双
り
て
は
相
等
し
き
價
値
を 

有
す
る」

も
の
な
る
が
故
に
財
の
生
產
に
對
し
て
は
常 

に
勞
働
の
價
値
を
費
さ
ぐ
る
ベ
か
ら
ず
。
之
れ
彼
の
努 

働
價
値
費
用
說
に
し
て
、

ス
ミ
ス
の
费
用
^
し

て
の
勞 

働
の
觀
念
は
、
此
の
最
後
の
意
味
の
も
の
な
る
べ
し
。® 

し
果
し
て
然
り
ど
せ
ば
、
是
れ
或
は
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働
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催
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參
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